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　皆さん、こんにちは！5月は天気がよく、韓国では「5月の花嫁さん」という表現

もあるほど結婚式を挙げるカップルが多いと言われています。

　韓国ではホテルや結婚式場、教会、屋外などの場所で結婚式を挙げます。しか

し、日本の挙式とはだいぶ違います。挙式の際に友人が新郎新婦へお祝いの歌

を贈ったり、新婦を背中に乗せたまま新郎に腕立て伏せをさせるというちょっとし

た体力テストをしたり、新郎新婦がご両親に書いた手紙を読み上げたり、指輪交

換や記念撮影もします。つまり、日本の披露宴でする余興が挙式の際に一緒に行

われるのです。

　そのため、韓国では披露宴ではなく、ほとんどが「挙式」に参加します。新郎新

婦の親族はもちろん、友人や職場の人、恩師などさまざまな人に招待状を送りま

す。そうすると、基本的に100人から、多い場合は 250人以上集まる場合もある

そうです。

　しかし最近は、たった１日だけの結婚式にお金をかけるより、新郎新婦が２人の

時間に使うために、式費用を節約する「スモールウエディング」を挙げる人も増えて

きており、100人未満の人数で結婚式を挙げるカップルも少なくないと言います。

　また、結婚式自体を新郎新婦の手で準備する「セルフウエディング」も流行って

います。結婚式会場を探すことから、お手頃な値段の衣装や小道具をインター

ネットで揃えたり、事前撮影の場所を決めて知り合いに撮ってもらったりするな

ど、ウエディングプランナーがすることを自らで準備するのです。また、韓国の挙

式と日本や欧米のような披露宴を合わせるといったアレンジを加えることで、今

までにない斬新な結婚式を行うカップルも増えているようです。

　今回は、結婚式を準備する側の話を皆さんにご紹介しました。次回は、招待さ

れる側のお話をご紹介します。お楽しみに！

　※あくまでも韓国の定番の結婚式について紹介したものです。
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国際交流・韓国

韓国の結婚式、日本と違うところは？

国際交流員　 金雅英
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